
②那良川 
a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 0.1m3/s 
c.有効落差 ： 63.4ｍ 
d.出  力 ： 39.7kW 

 

令和７年度「水力発電導入加速化事業費（初期調査等支援事業のうち水力発電の事業性評価に必要な調査及び設計等を行う事業）」実施概要 
令和８年１月  

球磨村芋川・那良川における小水力発電事業性評価調査・事業者公募 

１．事業の目的 
  球磨川水系芋川及び那良川において、令和 5 年度から令和 7 年度にかけて小水力発電の事業性評価を

実施し、本計画地点での小水力発電実施事業者の公募を行うことを目的とする。 
 
２．事業の内容 
  （１） 事業者名：球磨村 

（２） 事業名 ：球磨村芋川・那良川における小水力発電事業性評価調査・事業者公募 
（３） 事業期間：令和５年 7 月 26 日 〜 令和 7 年１2 月 25 日 

  （４） 調査を実施する発電設備の概要 
    ①芋川 

a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 0.5m3/s 
c.有効落差 ： 7.6ｍ 
d.出  力 ： 23.9kW 

 
３．事業実施概要 
令和５年度 

① 地質調査：ヘッドタンク、発電所建屋予定地点でスウェーデン式サウンディング試験またはボーリン 
グ試験を行った。 

② 地形測量：基準点測量・路線測量・現地測量を行い、平面図、縦横断図を作成した。 
③ 流量調査：取水予定地点の河川及び水路において流量調査を行い、発電使用水量を検討した。  

 ④ 関係法令・関係者調査：発電所建設に係る関係法令について、関係機関に聞き取り調査を行った。 
 ⑤ 基本設計：レイアウト、構造検討・有効落差、使用水量の算定を行った。 
 ⑥ 事業性評価：発電量、売電額シミュレーションを実施。 
令和６年度 
 ① 流量調査：取水予定地点の水路において流量調査を行い、発電使用水量を検討した。  

② 基本設計：土木設計、洪水計算、水車発電設備の検討を行った。 
 ③ 事業性評価：建設費の概算、収支シミュレーションを行い、事業性を評価した。 
令和７年度 
 ①公募資料等の作成：発電所整備運営事業者の公募に必要となる資料の作成を行った。 

 
４．事業の成果等 

事業性評価調査の結果を踏まえて事業者公募を行った。那良川は応募者の中からプロポーザル方式で最優
秀提案者を選定し、優先交渉権者を特定することができたが、芋川は特定できなかった。今後、那良川は優
先交渉権者と事業契約締結に向けて協議を進め、芋川は再度、公募を行う。  

 
【芋川発電諸元】                       【設計図面（平面図）】 
 

  

 
 
 

 
 【那良川発電諸元】                      【設計図面（平面図）】 

  

 
 

100%補正後 （単位：m3/s）
平均 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

最大流量 1 日 48.763 22.132 32.232 41.284 16.980 59.190 34.515 90.519 48.690 91.637 50.450
豊水流量 95 日 2.085 1.842 2.430 2.586 2.195 2.121 1.939 2.263 1.623 1.857 1.995
平水流量 185 日 1.102 1.239 1.300 1.471 1.088 1.179 0.905 1.151 0.723 0.901 1.063
低水流量 275 日 0.667 0.851 0.888 0.967 0.691 0.723 0.535 0.719 0.416 0.396 0.487
渇水流量 355 日 0.401 0.526 0.509 0.668 0.416 0.399 0.346 0.355 0.274 0.237 0.278
最小流量 365 日 0.348 0.500 0.445 0.570 0.300 0.346 0.309 0.322 0.230 0.214 0.243

使用可能流況

【発電に使用可能な流況】 

【発電に使用可能な流況】 

５．事業スケジュール 


